
　１月25日（日）、霧島市にて「第39回鹿児島県
地区対抗女子駅伝競走大会」が盛大に開催されま
した。本大会は、県内12地区の代表選手たちが
６区間・全長21.0975kmのコースを駆け抜け、
地域の誇りを胸に熱い戦いを繰り広げる伝統あ
るイベントです。本町からは、下伊倉美夢選手�
（尚志館高校）、柿原沙代選手（尚志館高校）、中尾�
夢愛選手（神村学園中等部）、山下栞愛選手（大
崎中学校）、吉留小葉選手（瑞穂保育園）が出走し
ました。見事なチームワークと粘り強い走りで、
選手たちの努力と情熱が光る素晴らしいレース
となりました。

第39回鹿児島県地区対抗
女子駅伝競走大会が開催されました

　１月31日（土）、大崎町野方のコンビニ跡地（国
道269号沿い）を活用して、大崎フォーク村によ
る音楽ライブが開催されました。
　大崎フォーク村は、大崎町で音楽にふれあう
場を作ろうと2024年11月に設立され、これま
で２か月に１回、音楽ライブを実施しています。
　広島からＵターンした初代村長宮脇敏博さん
は、「昔ギターを触っていた人や若い人の発表の
場として浸透させていきたい」と話しました。
　今後は、令和８年７月19日（日）に
ふれあいの里公園にて野外ライブを
計画しているようです。
　活動の様子は、公式インスタグラ
ムで発信されています。

大崎フォーク村

　２月21日（土）～ 25日（水）までの５日間、第
73回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会が開
催され、県内52区間567.5kmの距離を12地区
の選手がそれぞれ競い合いました。
　本町からは中脇健太選手（中沖小学校教諭）、
米永夏輝選手（大崎町役場）、中尾愛斗選手（鹿児
島工業高校１年）が出走しました。また、郷土入
りとなった24日は沿道に多くの観客が訪れ大き
な声援を送っていました。曽於チームの結果は
８位でした。
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